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ら か の 紐 帯 が 存 在 す る と い う こ と を
Granovetterは 仮 定 す る。 そ し て、 こ こ で
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26.3％の訪問看護ステーションが回答していた
（複数回答可）。
28）利用者が入院もしくは通院していた時にどのよ
うな様子であったか、病棟看護師からの引継ぎは、
在宅看護を行うにあたり重要な情報源となる。
29）石田（2012）、267-269頁。
30）同上、269-270頁を参照。
31）金光（2003）によると、ネットワークの中心性
分析は、①グラフ中心モデル、②パワー概念の操
作化としての中心性モデル、③伝搬現象を意識し
たモデルの３つに大別されるという。ただし、本
研究が対象としている訪問看護ネットワークは、
権力構造が必ずしも存在するわけではないので、
②パワー概念の操作化としての中心性モデルは該
当しない。また、ネットワークの性質を踏まえる
と、有向グラフを扱うことが想定されるので、①
グラフ中心モデルの手法のいくつかも該当しない
ことになるであろう。
